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論文審査の要旨（400字以内） 

 

本研究は、大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（以下 TAVI）

で使用するバルーン拡張型人工弁と自己拡張型人工弁の弁の種類により、術

中の左室拡張末期圧（以下 LVEDP）への影響の差異を知ることを目的として

行なわれた。TAVIを施行された 181例を後方視的に調査し、術中の左心カテ

ーテルで測定された人工弁留置前後の LVEDPの変化を検討している。181例

中、バルーン拡張型人工弁留置は 120 例(以下 B 群)で、自己拡張型人工弁留

置は 61 名（以下 S 群）であった。両群を比較すると LVEDP は S 群が B 群

より有意に低下した(S群 -1.3 ± 6.0 mmHg vs. B 群 0.8 ± 5.1 mmHg, ｐ 

< 0.05)。大動脈弁逆流の影響を除外するため、大動脈弁逆流症例（B群 20例、

S群 25例）を除外したサブグループ解析においても、LVEDPは S群が B群

より有意に低下した(S群 -1.8 ± 5.6 mmHg vs. B群 0.5 ± 4.8 mmHg, ｐ 

< 0.05)。自己拡張型人工弁の使用はバルーン拡張型人工弁の使用に比べて人

工弁留置後の LVEDP 上昇の防止に寄与する可能性を示唆している。 
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